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平成２３年２月大和市教育委員会定例会 

 

○平成２３年２月９日（水曜日） 

○出席委員（５名） 

 １番 委員長職務代理者   森 山   寛 

 ２番 委      員   石 川 創 一 

 ３番 教   育   長   滝 澤   正 

 ４番 委      員   篠 田 優 里 

 ５番 委   員   長   青 蔭 文 雄 

 

○事務局出席者 

教 育 部 長 井 上 純 一 こ ど も 部 長 吉 間 一 治 

文化スポーツ 

部 長 
酒 井 克 彦 教育総務課長 堀 内 一 雄 

学校教育課長 大 澤 一 郎 保健給食課長 浜 田 和 博 

指 導 室 長 西 山 誠一郎 教育研究所長 名 取   正 

青 少 年 

相 談 室 長 
松 岡 路 秀 

こ ど も ・ 

青 少 年 課 長 
阿 部 通 雄 

文化振興課長 北 島 滋 穂 
生 涯 学 習 

センター館長 
西 山 正 徳 

図 書 館 長 井 上 克 彦 スポーツ課長 林   武 人 

○書  記 
教 育総 務課 
政 策 調 整 
担 当 係 長 

飛 田 幸 人 
教 育 総 務 課 
政 策 調 整 
担 当 主 任 

坂 本 勝 敏 

 

○日  程 

 １ 開   会 

 ２ 会議時間の決定 

 ３ 前会会議録の承認 

 ４ 会議録署名委員の決定 

 ５ 教育長の報告 

 ６ 議   事 

   日程第 １（議案第３号）  大和市教育委員会の権限に属する事務の補助執 

                 行に関する規則の一部を改正する規則について 

   日程第 ２（議案第４号）  大和市下鶴間ふるさと館条例施行規則の一部を 

                 改正する規則について 

   日程第 ３（議案第５号）  平成２２年度大和市教育費補正予算案について 

   日程第 ４（議案第６号）  平成２３年度大和市教育費当初予算案について 

   日程第 ５（議案第７号）  児童・生徒支援のための学校と警察との相互連 

                 携に係る協定について 

 ７ その他 

 ８ 閉   会 
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  開会 午前９時００分 

○青 蔭 

 委員長 

  ただいまより、教育委員会２月定例会を開会します。 

 協議時間は、正午までとします。 

 前会の会議録は、署名委員の署名をもって承認されました。 

 今会の署名委員は、１番森山委員、２番石川委員、お願いします。 

続きまして、教育長の報告をお願いします。 

○滝 澤 

 教育長 

 前月定例会以降の動きとしては、７項目ほどございます。そのうちの

４点について補足をさせていただきます。 

１点目、県少年スポーツ指導者研究大会。１月２３日の日曜日１０時

から、生涯学習センターで行われました。 

これは、神奈川県の少年スポーツに係わる指導者の方たちが研究会の

ため、大和市にお見えになりました。 

上部団体である全国組織によって対応されたスポーツ指導者研修大会

ということで、その中で、少年スポーツに携わる指導者、コーチの方達

の研修として、子ども達の児童心理、発達心理、それから医学的な知識

と、様々な視点から検証をして、子ども達の心身に即したスポーツの指

導に努めていくということで、１日がかりの研修を行っておりました。 

その中で大変驚いたのは、県の少年スポーツ組織である神奈川県スポ

ーツ少年団協議会という団体があり、この協議会では、いじめの問題も

取り組んでいただいているということでした。いじめの問題を、学校教

育現場だけではなく、こういうスポーツの場でも指導に取り組んでいら

っしゃるということでした。 

いじめや、不登校の問題については、学校、家庭、地域、これらの取

り組みの中でということがよくうたわれていますが、関係団体が主体的

に取り組んでいらっしゃるということは、教育に携わる者としても大変

力強いということで、感謝申し上げた次第です。 

次に、４番目の学校保健研究協議会。これは、ＰＴＡ、医師会、学校

の教員、保護者といった方たちにお集まりいただいて開かれるもので、

２月２日水曜日、１４時３０分から保健福祉センターで行われました。 

ここでは、学校の教員や栄養士、養護教諭が全部で５つの部会を持っ

ております。その中で養護教諭の部会では保健衛生の視点に立って研究

をしておりますが、残りの４部会は、全て食育という視点に立った研究

テーマを掲げておりました。 

それほど、その食という部分から、人格形成や豊かな人間性に問題が

あるという危機意識を持っているという実態がこの協議会の中でも伺い
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知ることができました。 

大和東小学校で２月４日に行われた、ふれあい教育の研究発表会の中

でも食育を取り上げて、学校給食をベースにしながら取り組んでいくと

いうこともありましたが、この協議会でも取り組んでおりました。 

子どもの食を、食育という視点に立って、もう一度学校給食というの

を見ていくということは大事な視点になってきているということを感想

として持ちました。 

次に、６番目の県央教育事務所管内の教育長会議。２月７日、１４時

３０分から県央教育事務所でございました。 

ここでは、２２年度末の定年退職や勧奨退職者の実態、人事評価の様

子、退職教員の再任用の問題等、様々な情報をいただきました。その中

で、県央教育事務所管内には５市１町１村ございますが、その中で大和

市の教員の再任用数が突出しております。他市に比べると大和市は大変

多く、３倍や６倍という割合で定年退職を迎えられた教員を再任用して

います。 

退職教員が多くなると学校運営上問題も出てくるという部分もござい

ますが、今のところ、来年度に向けては新採用の問題、それから再任用

の教員方をうまく盛り立てながら、学校運営がスムーズにいくような体

制づくりができておりますので、ご安心いただけたらと思います。実態

として、数が多いということだけ申し上げておきたいと思います。 

次に、７番目、本日１９時から大和スポーツセンターにおいて、かな

がわ駅伝の結団式がございます。今回は選手の中に、２区を走ります五

十嵐選手がいます。この方は専修大学の陸上部のキャプテンということ

で、今年の箱根駅伝では第２区を走り、いい成績を上げています。この

選手が本市のチームの一員ということで、今年はいい成績が期待できそ

うということです。 

次回、結果をご報告できると思いますので、お知らせしておきます。 

動きの中では以上です。 

○青 蔭 

 委員長 

 ただいま教育長からご報告がございましたが、質疑はございますか。 

篠田委員。 

○篠 田 

 委 員 

 ５番の大和東小学校で行われたふれあい教育研究発表会に参加させて

いただきました。学校給食を通して、それぞれの学年、学級に応じた、

様々な視点からの発表を聞かせていただきまして、２点ほど気づいた点

を述べさせていただきます。 

１点目は、小さい子ども達は学校で聞いたり、学んだりしたことを素

直に受けとめて、それを素直に発信してくれます。それによって、家族
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で食育に関して話すきっかけとなったら、それもまた一つの成果ではな

いかと思いました。 

もう一点目としては、単独調理校である学校の子ども達は栄養士さん

の話を聞くことが日頃からあるのに対し、センター利用の子ども達はこ

ういった授業がとても新鮮であることに気づき、市内の他の学校の子ど

も達にもこういった機会を与えていただけたらと強く願った１日でし

た。 以上です。 

○青 蔭 

 委員長 

 ただいま篠田委員の感想がございましたが、私もそれを感じました。 

どうかお聞きになった児童が家庭へ帰って伝え、それをお母さんが真

摯な気持ちで受けとめていただいて、食育に少しでも興味を持っていた

だければという意見でございます。 

それから、単独校と受入校がございますが、どうかその辺も浜田課

長、ひとつその辺も今委員からお話しございましたが、機会を設けるよ

うにしていただければと思います。 

○浜 田 

 保健給食 

 課 長 

 はい、そのあたりのところは、我々の課題でもあります。 

○青 蔭 

 委員長 

  よろしくお願いいたします。 

滝澤教育長。 

○滝 澤 

 教育長 

 今、篠田委員がおっしゃったとおりで、大変いい発表をしていただい

たということと、子ども達が随分育っているという感じを受けました。 

当日は教育委員にも出席していただいて、子どもの様子や研究会の様

子も含め、参加していただきました。 

○青 蔭 

 委員長 

 他の委員から、何かございますか。 

森山委員。 

○森 山 

 委 員 

 浜田課長に質問ですが、研究発表会の際に講演会をやられた大和クッ

キングスクールの方がいらっしゃいましたが、クッキングスクールと学

校との関係というのは、どういう関係でしょうか。随分密接な関係があ

ると思いましたが。 

○浜 田 

 保健給食 

 課 長 

 食育のインストラクターという形で、学校にアプローチいただいてい

ます。例えば、今回であれば、最後にＰＲされていた「子どもの食のク

ッキング」がありますが、このヒントは、私どもの「夏休み親子料理教

室」というのがありますが、以前ここに取材に来られました。 

親子が料理をつくりながら、いろいろと栄養の話し合いもする。これ

はいいヒントであって、クッキングスクールでもこういう趣向をやりた

いということで、取材を受けました。 

また、ＦＭやまとで「食育の時間」という放送時間があり、ご自身で
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パーソナリティーを務めています。その中で、学校の食育の取り組みと

いうことで、単独校や調理場の栄養士、そして私どももゲストとして呼

ばれ、そこで学校での食育について取材があったので、そういう観点か

ら学校に入って行っています。 

また、昨年４月には食育カルタを寄贈いただいています。 

桜丘小に小野教諭という栄養教諭が入ったこともあり、そのようない

ろいろな接点も持って、クッキングスクールがここまで及んできたとい

うような経過がございます。 

○森 山 

 委 員 

 学校では、得るのが難しい専門的な知識や、子どもに対して料理を教

えることで、食育を推進するという意味では積極的な方で、活用のされ

方によっては有意義だろうと思いました。 

しかし、学校が正式にあのような格好で、お手伝いをいただいている

とすると、そのクオリティーを教育委員会として少しウォッチしなけれ

ばいけないと思います。 

あのカルタはいいと思いますが、１つ気になったのは、例えば「ファ

ストフード」を「ファーストフード」と書いていますが、そうすると、

子どもは「ファーストフード」だと思ってしまいます。そういった間違

いもある。僕は全部を見たわけではありませんが、あのようなカルタを

大々的に学校に配って生徒に利用させるとすれば、ある意味で教科書や

指導要綱のように、ある種のクオリティーが保証されていないといけな

いと思います。その辺は、あれだけ深く入り込むとなると、現場任せに

しない方がいいのかと思う面もありました。 

余りギスギスとやることもないとは思いますが、つまらない間違いも

あるのではないかと思います。 

○青 蔭 

 委員長 

 浜田課長、何かご意見ございますか。 

 

○浜 田 

 保健給食 

 課 長 

 今後、食育というキーワードの中で、学校に民間の方が入っていくと

いうところでは、子ども達への指導の仕方を含め、今後考えていかなけ

ればいけないと思っております。 

クッキングスクールからは、教育の場に、例えば料理教室を入れられ

ないかなど、いろいろな話もあるなど、課題は確かにありまして、その

あたりのところは、教育委員会の中でこれから話をしていかなければい

けないことであります。 

いろいろなことが言われているのは事実でございますので、その辺り

のところは、整合をとりながら進めたいと思っています。 

○青 蔭 

 委員長 

  どうぞよろしくお願いいたします。 
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 それでは、ここで暫時休憩といたします。 

 

  休憩 午前 ９時１４分 

  再開 午前 ９時１５分 

○青 蔭 

 委員長 

 再開します。 

先ほどお話がございましたので、浜田課長、よく話を詰めていただけ

ればと思います。 

○井 上 

 教育部長 

 確かに委員おっしゃるとおり、食育について、学校では正しいことを

教えなければならないわけですから、我々の方で、そういうレベルの維

持について、常に関心を向け、きちんと対応していきたいと思います。 

○青 蔭 

 委員長 

 寄附があったものに対しては、非常に難しい面もあるかとは思います

けれども、子どもが誤って覚えてしまうといけませんので、少しチェッ

クをしていただける形をとっていただければと思います。 

 ほかにございますか。 

    （「なし」の声） 

○青 蔭 

 委員長 

 他にないようですので、教育長に対する質疑を終了いたします。 

   

◎議  事 

 

○青 蔭 

 委員長 

 それでは、議事に入ります。 

日程第１ 議案３号「大和市教育委員会の権限に属する事務の補助執

行に関する規則の一部を改正する規則について」を議題といたします。 

細部説明を求めます。堀内教育総務課長。 

○堀 内 

 教育総務 

 課 長 

 まず、現行規則第１条に趣旨、それから第２条に補助執行事務につい

て規定されております。補助執行とは、地方自治法の規定に基づき、教

育委員会の権限に属する事務の一部を市長部局など他の執行機関の職員

に行わせるものです。 

例えば、現行規則の上から２つ目の囲みのところがスポーツに関する

ものでございますが、右側を見ますと、文化スポーツ部長及びスポーツ

課の職員とあり、この職員に教育委員会に属する権限の事務を行わせる

というものです。 

それでは、今回の規則改正についてご説明させていただきます。 

今回の改正理由は、大きく２点ございます。まず、１点目ですが、９

月議会で可決した大和市下鶴間ふるさと館条例の改正によりまして、下

鶴間ふるさと館の管理運営を指定管理から直営に変更することに伴いま
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して、別表１及び別表３の文言の整理をするものでございます。 

 新旧対照表をご覧ください。まず、現行１番、「文化財保護に関する

こと」ですが、具体的な文言に改めまして、「文化財の収集、保存、調

査研究、活用及び普及啓発に関すること」とするものです。 

次に、現行の３番目ですが、「下鶴間ふるさと館に関すること」とあ

りますが、ふるさと館がつる舞の里歴史資料館と同様に直営になること

から、つる舞の里歴史資料館と列記して記載するものです。 

改正案では、最初に文化財保護の関係があります。その下に、つる舞

の里の関係がありますが、そちらと一緒に合わせて列記するものです。 

次に、２の地域における歴史資料です。下鶴間ふるさと館では資料収

集及び調査研究を行わないことから、つる舞の里歴史資料館に限定し

て、２番では「つる舞の里歴史資料館における資料の収集」と具体的に

入れるものです。 

次に、３、「収蔵した資料の保管に関すること」、それからその下の

４の「資料の展示及び郷土文化の向上のための啓発活動に関するこ

と」、これにつきましては両館で行うことから、文言の整理をし、一つ

にまとめました。 

改正理由のもう一点ですが、スポーツ課と生涯学習センターに関する

ところで、現行３番のスポーツ開放、それからその下の４番の生涯学習

センター、学校施設の開放等に関する使用料の減免の関係ですが、これ

らは、教育委員会の権限ではなく、市長の権限に当たりますので、この

補助執行に関する規則の別表の３の決裁区分から削除するものです。 

最後に、附則として、この改正につきましては、２３年４月１日から

施行するものとする。ただし、減免の規定につきましては、公布の日か

ら施行するということを規定しているものであります。 

最後に資料があります。これは、教育委員会の権限に属する事務の補

助執行については、地方自治法の規定に基づきまして、市長と事前に協

議することとなっておりますので、市長から同意をいただいた回答文書

でございます。 以上です。 

○青 蔭 

 委員長 

 ただいま細部説明ございましたが、何かご質問はございますか。 

森山委員。 

○森 山 

 委 員 

  本日提案されたことについて特に意見はありませんが、この補助執行

業務が、私は余りにも多くなり過ぎていて、大変わかりにくく、かつ不

合理、不効率ではないかと思います。二重管理のような格好になってい

るわけで、「これらを市長部局でやる」ということになっていながら、

「教育委員会の了解も得なければいけない」といったような大変中途半
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端な格好になり過ぎていてわかりにくいし、我々教育委員をやっていて

も、どの程度我々が責任を持っていろいろなことを関わらなければいけ

ないのかと戸惑いがあります。 

これについては、簡単に教育委員会だけで何かできるという問題でな

いということはわかっておりますが、補助執行の中でも証明書を出すと

か、人事だとか、そのような共通的に市全体の事務をやっているような

事柄を除いたスポーツや文化、生涯学習といったようなことまでが補助

執行というような格好になっているわけで、少し整理をして欲しいとい

う希望です。すぐできるものかどうかはわかりませんが、恐らくやって

いる皆さんも市民の皆さんも補助執行は非常にわかりにくいと思いま

す。希望でありますが、少し考えてみていただけませんでしょうか。 

○堀 内 

 教育総務 

 課 長 

 ただ今、森山委員がおっしゃったとおりだと私も思います。 

行政運営上、市民課において、転入等の届け出に併せて行う手続など

はいいのですが、それ以外のものについては煩雑になりますので、でき

るだけ簡素化できるような形で、事務分掌や組織の関係を所管している

行政改革推進課と調整してまいりたいと考えております。 

○森 山 

 委 員 

  よろしくお願いします。 

○滝 澤 

 教育長 

 なかなか難しい問題だと思います。所管課ときちんと研究をして、じ

っくり詰めるという形で、課題をまず出していければいいと思います。 

○青 蔭 

 委員長 

  ほかに何かございますか。 

石川委員。 

○石 川 

 委 員 

  事務的な煩雑さもあると思いますが、市民からすると、例えば生涯学

習センターで数年前までは教育委員会にお願いしていたことが、これが

市長部局になったことや、社会教育関係で本来は教育委員会でやるべき

ようなことが市長部局になってしまって、どうなっているのだというの

が実際の市民の動きであるということは事実だろうと思います。 

その辺のところを整理していかないと、市役所の職員も何か煩雑にな

るような、そういうようなこともあるのではないかと思います。 

○青 蔭 

 委員長 

  それでは、よろしくお願いしたいと思います。 

ほかにないようでしたら、質疑を終結いたします。 

これより議案第３号について採決いたします。 

本件の原案について、ご異議ございませんか。 

    （「ありません」の声） 

○青 蔭 

 委員長 

 異議なしということですので、議案第３号は可決いたしました。 

続きまして、日程第２ 議案第４号「大和市下鶴間ふるさと館条例施

行規則の一部を改正する規則について」を議題といたします。 
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細部説明を求めます。北島文化振興課長。 

○北 島 

 文化振興 

 課 長 

 議案第３号と同様に、こちらも昨年の９月に既に改正をしております

ふるさと館条例の改正に伴う規則の改正です。 

まず、新旧対照表をご覧ください。主な変更点は、条例同様に下鶴間

ふるさと館の管理が指定管理者から市の直営になることに伴うもので

す。 

まず、第２条、指定の申込書等とありますが、これは指定管理を受け

る場合の申込み書類を規定したものですので、削除します。 

次に、現行の第３条から第９条は、母屋を一般の方が使用する場合、

申請書の申込み先が指定管理者になっているものを教育委員会に改める

ものです。 

併せて、現行規則の中では、「使用」と「利用」という言葉が混在し

ていますので、母屋を占用して使う場合には「使用」、一般の方が観覧

で施設を使う場合は「利用」と、言葉の使い分けを整理しています。 

次に、現行の第１０条、改正案は第９条、使用料の減免です。もとは

「利用料金の減免」となっておりますが、これを「使用料の減免」と

し、規則本文に列記していた内容を別表にまとめています。内容は、観

覧料と母屋の使用料ですが、ほとんど従前のものをまとめた形で、大き

く異なる点が、２の「母屋使用料関係」という表の中の（２）です。

「周辺地域の公共的団体等が施設の設置目的に沿った事業等に使用する

場合」としており、この場合は使用料を「全額免除」と規定していま

す。これは、条例の変更の中でご説明を差し上げていますように、下鶴

間ふるさと館については、地域に密着をした施設として、文化財の価値

だけではなく、地域の施設としての価値を付加していきたいと考えてい

ます。あくまでも設置の目的に沿ったということですが、例えば地域で

伝わっている行事などを地域の方たちが部屋を使って行うときには、全

額免除とすることを、規定の中に盛り込んでいます。 

もう一点、（３）の「国又は他の地方公共団体が主催する事業に使用

するとき」ですが、従来は全額免除でしたが、市の他の規則や市の統一

的な考え方に沿って２分の１減免に改めました。 大きな変更点として

は以上です。 

○青 蔭 

 委員長 

 細部説明が終わりました。何か質疑はございますか。 

石川委員。 

○石 川 

 委 員 

 昨年、既にお話があったのかも知れませんが、指定管理者からなぜ教

育委員会直営になったのでしょうか。 
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○北 島 

 文化振興 

 課 長 

 指定管理者にかかるコストを削減するというのが、１つ大きな理由で

す。ただ、コストを削減するといいましても、もう一つ泉の森の中にあ

る郷土民家園は、そのまま引き続き指定管理者で管理しますが、ふるさ

と館は利用者が少ないということが大きな要因です。そういう中で、費

用対効果を考えますと、もっとコストを削減していくべきだろうという

議論が市の中で出まして、そのためには指定管理者にお願いするより

も、もう少し地域に密着するような形で市が直営で管理をしていくとい

う方向が望ましいという結論になり、直営にしたものです。 

○森 山 

 委 員 

 北島課長、お二人は、この経緯を知らないので、幾ら削減になったか

もご説明されたらいかがでしょうか。 

○北 島 

 文化振興 

 課 長 

 指定管理料としては、大体１，２００万円の費用がかかっていました

が、来年度の予算として今掲げておりますのは４００万円弱で、約３分

の１にコストを削減したということです。コストの内訳としては、人件

費が大半を占めています。 

○青 蔭 

 委員長 

  石川委員、よろしいでしょうか。 

○石 川 

 委 員 

  結構です。どうもありがとうございました。 

○青 蔭 

 委員長 

 ほかに何かございますか。ほかにないようでしたら、質疑を終結いた

します。 

これより議案第４号について採決いたします。 

本件の原案について、ご異議ございませんか。 

    （「ありません」の声） 

○青 蔭 

 委員長 

 異議なしということですので、議案第４号は可決いたしました。 

続きまして、日程第３ 議案第５号「平成２２年度大和市教育費補正

予算案について」を議題といたします。 

細部説明を求めます。まず、堀内教育総務課長。 

○堀 内 

 教育総務 

 課 長 

 まず初めに、教育部所管の補正予算についてご説明いたします。 

今回の教育部所管の補正予算は、１０－２小学校費が小学校学用品等

就学援助事業と、小学校大規模改修事業の２事業がございます。それか

ら、１０－３中学校費、中学校学用品等就学援助事業、合計３事業が教

育部所管の補正予算になります。 

最初に小学校大規模改修事業です。この事業は、桜丘小学校の屋上防

水工事などの６事業につきまして、工事完了により工事費が確定しまし

たので、入札差額を減額補正するものです。当初予算が１億４，６７７

万８，０００円。それに対し執行済額が、１億３，０５４万５，０００

円、差し引き１，６２３万３，０００円を減額いたします。 
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財源内訳ですが、市債を９５０万円、それから一般財源を６７３万

３，０００円、それぞれ減額するものです。 

次に、小学校学用品等就学援助事業と中学校学用品等就学援助事業で

す。いずれの事業も、景気低迷の影響を受け、認定児童生徒数が当初予

算の積算時、今年度の当初予算の積算時より見込みを上回ったため、増

額補正するものです。増えた人数ですが、例えば小学校のもの、給食費

の欄をご覧ください。見込児童数というところで３，３６０人と入って

おります。この人数が決算見込のところで３，５６１人、２０１人の増

になっております。同じように中学校では、当初予算時１，５６１人が

１，６４９人と、８８名増しております。 

補正額は、小学校が５３９万７，０００円、中学校が５３３万２，０

００円でございます。 

続きまして、教育部所管の歳入をご説明します。 

２２－１－４教育債です。これは、先ほど歳出の小学校大規模改修事

業でご説明させていただきましたが、工事費の確定に伴い、財源の市債

につきまして９５０万円を減額するものです。 

以上で教育部所管の細部説明を終わります。 

○青 蔭 

 委員長 

 続きまして、北島文化振興課長お願いします。 

○北 島 

 文化振興 

 課 長 

 文化スポーツ部所管の補正予算でございます。 

まず歳出です。１０－４社会教育費の中の図書館費、その中の図書資

料貸出事業です。図書館の運営に係る事業ですが、今回の補正に関しま

しては、主に図書の購入費です。購入に当たり、緊急総合経済対策の一

環として地域活性化交付金「住民生活に光をそそぐ交付金」を活用して

行うものです。 

前月の定例会でもスポーツ施設の改修について、緊急総合経済対策の

補助金を充てるということでご説明を差し上げましたが、こちらも同様

で、国から追加で交付金が支出されることになりましたので、これを図

書資料の購入に充てるものです。 

図書資料貸出事業の補正額は９００万円で、そのうちの９５％の８５

５万円が国の交付金になります。 

内容といたしましては、９００万円のうち、児童書の重点収集に４０

０万円、渋谷学習センター図書室整備分に５００万円ということで、こ

ちらも主に児童書購入です。今回、国の交付金が充当できるということ

で補正を組みますが、内容といたしましては、来年度予定をしていた事

業費の前倒しで今年度予算に持ってくるということですので、実質は大

きく変わるものではございません。 
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続いて、歳入です。 

いまご説明をいたしましたように、住民生活に光をそそぐ交付金とし

て、図書資料貸出事業に８５５万円充当するものです。 以上です。 

○青 蔭 

 委員長 

 細部説明が終わりました。質疑がございましたら、お願いします。 

石川委員。 

○石 川 

 委 員 

 この補正予算に関して、特にどうこう意見をいうものではありません

が、就学援助費についてお尋ねします。就学援助対象者が３，５６１名

ということで、これは大和市の児童・生徒数のおよそ３０％ということ

です。近隣の市町村では大体１０％台ですので、大和市は明らかに突出

しています。これに生活保護の子ども達の人数を加えると、３５％ぐら

いの子ども達が大和市では給食費に関しては助成されている現状がある

と思います。保護世帯数も大和市は１．７％ということで、全体的に大

和市は生活が苦しい家庭が多いという判断にはなります。一方で、大和

市の就学援助の認定基準は、他市よりも多少緩いのではないかという話

も聞いています。 

緩いことは、いろいろな方にお世話をできる面ではいいのですが、全

体のバランスの中でどうなのだろうかということが、１つ考えられると

思いますが、その辺はどうでしょうか。 

実際に、私が学校現場にいた頃、こんな方も入ってしまうのかという

こともありました。もちろん、学校や家庭の事情にもよるとは思います

が、かなりの量なのではないかと思います。 

学校や給食のことだけを考えると、学校給食全体で、３０％も３５％

ぐらいの方たちが給食費を公費で賄われているということは、どうなの

だろうかというようなことを少し考えたりもしましたので、いかがでし

ょうか。 

大和市は、ある意味では非常にありがたい市だということも言えます

が、経費の問題もあるので、お聞きしますが、いかがでしょうか。 

○大 澤 

 学校教育 

 課 長 

 石川委員のお話にありましたように、大和市の受給率は３０％程度と

なっており、県内でもかなり高い数字を示しております。他市において

は、かなり上昇している傾向もあって２０％に近づいているような市が

今多くなっている状況ではあります。 

大和市の基準につきましては、生活保護基準額の１．５倍としており

ますが、県内では大和市を含めて７市が同じ１．５倍という基準を設け

ております。それ以外に１．３倍、１．２倍とさまざまな基準がありま

す。県内全体を見ますと、突出した基準ではないとは認識をしておりま

すけれども、今後市の財政状況等もあります。 
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この制度自体は法に基づいて行っていかなければならないものであり

ますが、長期的な運用や今後の推移等を見ながら、検討していく必要が

あるとは考えております。 

○青 蔭 

 委員長 

 ありがとうございました。そうかといって、これを制限するというの

もまた難しいでことでしょう。 

○石 川 

 委 員 

 現実に、だから給食費を滞納されている家庭もあるし、そうなってき

たときに、就学援助制度というのは、各ご家庭にとってありがたい制度

だとは思います。 

大和市全体の市民の生活レベル自体、要するに３分の１の方達がかな

り苦しい生活をしているという現実的な問題として思ってはいますが、

いろいろなバランスの中で考えていく必要性があると思っています。 

○青 蔭 

 委員長 

 給食費の関係でも、このような話があったと思います。なかなか回収

が難しいというようなことがありましたけれども、その後何か進捗があ

りますでしょうか。 

○浜 田 

 保健給食 

 課 長 

 就学援助の対象者と給食費の関係につきましては、１９年４月から未

納があった場合には学校長へ直接納付できるようにしております。 

そういう意味では、網かけを少しできたのかというところです。 

未納問題については、一般の世帯に絞っていかなければいけないと考

えております。 

○青 蔭 

 委員長 

  ありがとうございました。 

森山委員。 

○森 山 

 委 員 

 就学援助の基準、生活保護の１．５倍の収入という基準そのものはい

ろいろと論議はあるのでしょうけれども、一つの基準としてはいいと思

いますが、認定は何をもとに行うのでしょうか。 

○大 澤 

 学校教育 

 課 長 

 源泉徴収票で、所得控除後の金額を見ております。 

○森 山 

 委 員 

 そうすると、自営業や、そういう人の場合には課税申告書ということ

ですか。 

○大 澤 

 学校教育 

 課 長 

  はい、そうです。 

○森 山 

 委 員 

 そうすると、石川委員がおっしゃったようなケースは脱税しているケ

ースでしょうか。脱税というと言葉は悪いですが、実際の生活レベルよ

りはるかに少ない金額しか申告されていないと。源泉徴収票の場合には

余りごまかしようがないですよね。 

○石 川 

 委 員 

 これは大澤課長にお話を聞いたほうがはっきりすると思いますが、学
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校現場で「ぜひ就学援助をもらってください」というお宅の中で源泉徴

収票も課税証明も、何も出せないというお宅も現実にあります。そのた

め、本当に必要な方がもらえない場合もあります。 

それから、私たちの見た目では裕福であるけれども、就学援助の対象

となっている家庭もあり、本当に難しい。家庭の生活をきちんと測るこ

と自体、難しい部分もあって、首を傾げたくなる部分もあるというのが

現実ではないでしょうか。 

○森 山 

 委 員 

 私が聞いたのは、恐らくこういう就学援助みたいなものに対する批判

というのは、そういう例外的に「何であんな人がもらっているんだ」と

いう、全体としてはいい制度であるにもかかわらず、一部のそういう変

な受給者、本来もらってはおかしいような人がいるために、制度自体が

批判を受ける。そして、もう少し締めなければいけないといった議論に

なりがちなので、私は認定そのものもどういうふうにするのかというの

は大変難しいのだけれども、税金そのものも業種や仕事の内容によって

捕捉率が大きく違うと言われています。そんなことを含めて言うと、こ

の問題は大変難しいという気がします。単に、源泉徴収票、納税申告書

だけで、機械的にやると、機械的にやらざるを得ないのかも知れないけ

れども、今言ったような批判が出るような気がします。難しいことです

けれども、これは、検討課題ではないでしょうか。 

○滝 澤 

 教育長 

 私も現場にいたときに、苦労した部分があります。 

例えば、お父さんが交通事故で入院して結局仕事ができなくなるな

ど、そういう様々な事情で急変する部分もあります。そうすると、普段

は一定の基準により、源泉徴収票で対応しますけれども、その辺につい

ては、ある面教育的な配慮をした経験があります。 

だから、今委員がおっしゃったように一律ではやっていない。そこに

は、経済格差を教育格差につなげないという、大原則の中で多少調整を

している部分もあります。 

ただ、例外が、例外ではなくなっているという事実はないと思います

ので、この辺については、学校教育課と現場の校長や担任とやりとりを

相当しながら、最終的に認定するという微妙な部分です。僕が５年間で

経験したのは、せいぜい２件程度でした。だから、それはもう想定の範

囲内かと私は理解していました。 

いずれにしても、認定の部分は、大分丁寧に対応しているという事実

はございます。 

○篠 田 

 委 員 

 大和市就学援助規則にあります、対象者に対し、予算の範囲内におい

て就学に必要な援助を行うものとするということで、今回の補正予算は



15 

これで人数が増えたために予算をオーバーしたから、規則にのっとって

補正予算を組んだということで理解してよろしいのでしょうか。 

○大 澤 

 学校教育 

 課 長 

  見込み人数が、予算を立てた当初予算よりも多くなってしまったの

で、結果的に多く支払わなければならない必要がありましたので、それ

に沿って増額補正をするもので、これは市のシステムにのっとって行っ

ていることであります。 

○井 上 

 教育部長 

 おっしゃるとおり、目的の中に書いてあるわけですから、理論的には

予算の範囲内となります。 

ただ、そうは言いつつも、同じ条件のもとで就学援助が受給できる対

象となる子ども達がいる中で、予算の範囲の中で、では出しませんとい

う状況でもないということから、今回あえて基準に入るという子ども達

に対しては、就学援助を出していこうということです。そのため、不足

分については、今回増額補正をするというものです。 

○青 蔭 

 委員長 

  篠田さん、よろしいでしょうか。 

○篠 田 

 委 員 

  はい、わかりました。 

○青 蔭 

 委員長 

 ほかに何かございますか。ないようでしたら、質疑を終結します。 

これより議案第５号について採決いたします。 

本件の原案について、ご異議ございませんか。 

    （「はい」の声） 

○青 蔭 

 委員長 

 異議なしということで、議案第５号は可決いたしました。 

続きまして、日程第４ 議案第６号「平成２３年度大和市教育費当初

予算案について」を議題といたします。 

細部説明を求めます。まず、堀内教育総務課長。 

○堀 内 

 教育総務 

 課 長 

 初めに、資料を説明させていただきたいと思いますが、今回お配りし

ます資料は２種類ございます。 

１つは、今回の説明の中心となります教育関係予算書です。もう一つ

は、平成２３年度予算書及び予算書付属説明資料（抜粋）ということ

で、予算書の中から教育費の部分だけ抜粋し、それと付属説明書にあ

ります主要な事業を掲載したものでございます。 

それでは、初めに平成２２年度当初予算編成に当たりまして、本市の

財政状況をご説明させていただきます。 

平成２３年度の予算編成に当たりましては、景気の足踏み状態が続い

ておりましたので、昨年同様に厳しい予算編成となっております。 

歳出面では、団塊の世代の退職や人事院勧告の発令が出ましたが、そ

の関係により人件費が３．１％減少しております。ただし、生活保護費
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や、子ども手当、保育園運営支援費など、扶助費関係が１６．９％増え

ています。それから、国民健康保険事業など、特別会計への市からの繰

出金が５．１％と大きく増えており、歳出はかなり膨らんでおります。 

一方、歳入ですが、景気回復が不透明な中、歳入の根幹をなす市税

は、ほぼ横ばいで昨年比０．１％マイナスという予算を立てており、増

収の復元ができないために財政調整基金の取り崩しや、借金である臨時

財政対策債の発行により、賄っているというような状況です。 

それでは、平成２３年度教育関係予算書をご覧ください。 

（１）平成２３年度一般会計予算総括表ですが、一般会計予算総額が

６３７億９，０００万円。扶助費の大幅な増加などによりまして、前年

度より３７億２，３００万円、６．２０％の増となっております。 

その中で、教育費は小・中学校の屋内運動場体育館の建替えなどが完

了したことにより５１億２，７４９万７，０００円、前年度と比べ１億

２，６３３万８，０００円、２．４１％の減となっております。一般会

計に占める教育費の割合につきましても、８．０４％ということで、昨

年度に比べ０．７１ポイント減少しております。 

その下の（２）一般会計と教育費の推移ですが、平成１９年度から２

３年度まで５年間の推移をあらわしたものです。教育費の推移につきま

しては、光丘中学校建替工事等があった平成１９年度の９５億２，５７

６万６，０００円をピークとして、年々減少をしております。 

なお、これは当初予算を比較しております。例えば、平成２１年度は

経済対策の補助金を活用して今回５校の体育館の建替え事業などを行っ

ております。ただ、それは補正予算で計上しましたので、この教育機関

の中に入っておりません。実際に入れると、約３０億円増えるような形

になり、２１年度の実質教育費が８５億円になります。その辺りは決算

の中で推移を見ていただければ、実際の教育費がわかるのではないかと

思います。 

それでは、教育費目的別当初予算額の推移についてご説明します。 

これは１０款教育費につきまして、項目別に１９年度から前年度との

比較を入れた推移を表したものです。まず、１項の教育総務費ですが、

１目の教育委員会費、それから２目の事務局費、３目の教育研究費、４

目の教育指導費、５目の青少年相談費の５つの目で構成されておりま

す。それぞれの目の事業につきましては参考としてお配りしております

平成２３年度の予算書に掲載されております。 

教育費全体の事業としますと、全体でそれぞれの目で言えば１８２事

業ございます。 



17 

それでは、最初に１項の教育総務費についてご説明します。１項の内

容ですが、教育委員会の事務局の運営等に係る事業、それから特別支援

教育、英語教育の推進などの事業に係る経費などが主なもので、２３年

度の予算は８億８，６６７万３，０００円、前年度に比べて１，９２６

万に減っております。２．１％の減でございます。 

増減の主な理由ですが、増といたしまして、各小学校の普通教室に電

子黒板を設置したことに伴い、教育用コンピュータ整備事業が１，１５

１万５，０００円増えております。減といたしましては、最初に説明し

ましたように、職員給与費、２目事務局費の職員給与費が１，８９１万

３，０００円の減となっております。それ以外のものについては、大体

横ばいというのが現状です。 

続きまして２項の小学校費ですが、こちらは１目の学校管理費、２目

の教育振興費、３目の学校建設費の３つの目に分かれております。その

内容につきましては、小学校の施設維持管理費や、就学援助などの事業

に係る経費が主なもので、２３年度の予算は、１２億１，２６４万５，

０００円で、前年度に比べ４，８６３万８，０００円、３．９％の減と

なっております。 

増減の主な理由として、増えた分につきましては、景気低迷の影響を

受けまして就学援助の受給者が増えたことにより、２目の教育振興費の

中の小学校学用品等就学援助事業が１，２６１万円、学校図書館の充実

として小学校図書館用図書整備事業、小学校図書館司書配置事業などが

１，２７３万８，０００円増えております。トイレ改修等、施設の改

修、改善につきまして、３目の学校建設費の小学校大規模改修事業が

６，２５１万円増えております。 

減としましては、１目の学校管理費の小学校施設維持管理事業が２，

４５７万８，０００円減しております。それから、３目の学校建設費の

うち、地デジ工事の関係や、体育館の工事が完了したことにより、５，

６９７万８，０００円ほど減少しております。この辺の数字につきまし

ては、後ほどの予算書の事業の推移の中の増減で見ていただければおわ

かりになるかと思います。 

続いて、３項中学校費ですが、こちらにつきましても小学校費と同様

に３つの目に分かれておりまして、その内容につきましても小学校費と

ほぼ同様です。２３年度の予算は９億４，１１４万４，０００円で前年

度に比べまして２，５５２万９，０００円、２．６％の減となっており

ます。 

増減の理由につきましても、小学校費とほぼ同様でございます。 
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続きまして、４項社会教育費ですが、１目の社会教育総務費、２目の

青少年育成費、３目の公民館費、４目の図書館費、５目文化財保護費の

５つの目に分かれております。 

内容につきましては、社会教育や青少年健全育成など事業に係る経

費、それから学習センター、図書館等の管理運営に係る経費などが主な

もので、２３年度の予算につきましては８億８，５８８万円で、前年度

に比べ、１，９７８万８，０００円、２．３％増えております。 

増減の主な理由ですが、増としましては、２３年度から放課後子ども

教室を全校に配置するための経費としまして、２目の青少年育成費の中

の放課後子ども教室運営事業が、２，７９５万６，０００円ほど増えて

おります。それから、図書館業務のシステムを開発する経費として、４

目図書館費の図書館資料貸出事業は１，３４０万５，０００円の増とな

っております。 

減としましては、青少年センターの屋上防水などの工事が完了したこ

とにより、青少年育成費の青少年センター施設維持管理事務が１，２９

９万７，０００円、下鶴間ふるさと館が直営になったことに伴い、５目

の文化財保護費の中の下鶴間ふるさと館維持管理運営事業が８２１万円

ほど減となっております。 

続いて、５項の保健体育費です。こちらは、１目の保健体育総務費と

２目の学校給食管理費の２つに分かれております。その内容につきまし

ては、スポーツ施設の管理運営事業に係る経費などや学校給食に係る経

費などが主なもので、平成２３年度の予算は１２億１１５万５，０００

円、前年度に比べまして、５，２９９万９，０００円、４．２％の減と

なっております。 

減った主な理由ですが、スポーツ施設の指定管理料が減しておりまし

て、１目の保健体育総務費のうちのスポーツセンター施設管理運営事業

が２，４５０万７，０００円ほど。また、今年度から米飯給食を拡大実

施しており、それに伴い、弁当箱の購入を今年度行っております。その

分が来年度はないため、２目の学校給食管理費の中の学校給食食育推進

事業が２，６３８万５，０００円、それから中部学校給食共同調理場の

業務委託などの運営経費が１，００５万５，０００円の減となっており

ます。 

続きまして、（４）平成２３年度教育関係予算（歳入）がございま

す。平成２３年度の教育費関係の歳入につきましては、３億４，４７０

万１，０００円を見込んでおりまして、前年度に比べ、６１９万２，０

００円、１．８％の増となっております。 
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主な歳入は、１４－１－７教育使用料ですが、生涯学習センターの教

育施設の使用料、学校等教職員の駐車代金などがこの中に入りますが、

歳入見込みが５，３２６万５，０００円で対前年度３８６万６，０００

円、７．８％の増となっております。 

次に、１５－２－５教育費国庫補助金ですが、これは学校トイレの改

修工事や空調設備の維持管理経費、それから理科教材などの整備経費な

どに対する補助金が主なもので、歳入見込みは９，４０８万８，０００

円で、対前年度１，９５４万４，０００円、１７．２％の減となってお

ります。 

減った理由としましては、５校の体育館建替え工事が今年度で完了す

ることなどによるものです。 

次に、１５－２－６特定防衛施設周辺整備調整交付金ですが、これに

つきましては防衛施設周辺の生活環境の整備等に関する法律、要するに

基地があるということに基づき交付される補助金ですが、大和東小学

校、文ケ岡小学校に防球ネットを整備する計画で、そちらに関する補助

金が主なものでございます。歳入見込みは、２，３６２万円で対前年度

１，２３８万円、３４．４％の減となっております。 

減した主な理由としましては、今年度引地台中学校の校庭整備を行っ

ておりまして、それが完了したことによるものです。 

次に、１６－２－８緊急雇用創出事業補助金ですが、本市では経済対

策事業として、この補助金を活用して様々な事業を行っており、教育委

員会では、小・中学校図書館の司書の配置や、図書館の改修工事をこの

補助金で行う予定で、歳入として３，２９１万６，０００円、対前年度

８３７万７，０００円、２７．１％の増となっています。 

最後に、一番下の２２－１－４教育債ですが、学校トイレの改修工事

や、防球ネットの設置工事などに係る経費の一部を市債により補うもの

で、平成２３年度は１億３，２８０万円を見込んでおり、前年度比が

３，４６０万円、３５．２％の増となっております。 

続きまして、（５）平成２３年度設定の債務負担行為です。債務負担

行為とは、自治体の歳出予算は単年度でありますので、後年度にわたる

経費が支出されるものにつきましては、地方自治法に基づきまして、次

年度以降の予算を担保するものです。 

来年度につきましては、１２の事業について債務負担の期間、それか

ら限度額を設定するものです。例えば、一番上にあります生涯学習セン

ターホール照明・音響等業務委託につきましては、２３年度の当初予算

をやりまして、２４、２５、２６年度の債務、支出を担保するというよ
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うな見方でございます。その際の単年度の上限が２，４０９万８，００

０円ということです。 

以上で平成２３年度大和市教育費当初予算案の説明を終わりますが、

最後に参考資料に掲載しております２３年度の主要な事業について、各

部からご説明させていただきたいと思います。 

教育委員会では第８次総合計画に基づきまして、人の健康、社会の健

康の領域に関する事業を中心に行ってまいります。 

まず、人の健康の中の「子どもが生き生きと育つまち」です。これに

つきましては、充実事業として小学校図書館用図書整備事業１，７４７

万円。それから中学校図書館用図書整備事業として５６２万円。それか

ら、新規事業として、中学校学校図書館司書配置事業が９２８万５，０

００円ございます。これらの事業の所管は指導室が所管になります。教

育委員会では、これまで進めてまいりました学校図書館の充実事業をさ

らに進め、図書館の改修工事、それから小学校の図書館司書の配置に加

えまして、中学校にも新たに図書館司書を配置するとともに、新鮮度の

高い学校図書館用図書を購入するものでございます。なお、図書の購入

に当たりましては、新規施策推進基金を活用して行ってまいります。 

次に、その他の事業として、その下ですが、中学校防音工事整備事業

１，４２５万５，０００円。所管は教育総務課でございます。この事業

は、老朽化した大和中学校の校舎を復旧防音工事するもので、平成２３

年度が実施設計、２４年度は校舎の教室に入れませんので、仮設校舎、

プレハブの設置、それから２５年度が復旧防音工事の予定です。  

以上が教育部所管の主な事業でございます。続いて、こども部、文化

スポーツ部から説明をいたします。 

○阿 部 

 こども・ 

 青少年課 

 課 長 

 それでは、こども・青少年課からは、放課後子ども教育管理運営事業

についてご説明申し上げます。 

放課後に通いなれた学校の施設を利用して、子ども達が安全・安心に

遊ぶことができる居場所を確保するということで、事業を展開してござ

います。平成２０年度に草柳小学校でスタートし、平成２２年度は、草

柳小学校、上和田小学校、南林間小学校の３校で実施しています。 

平成２３年度からは、公立小学校全校、１９校で実施するもので、こ

の事業に当たりましては、安全管理員を１校当たり４、５名配置し、子

ども達の安全・安心を見守っていくという内容です。開催日数は、週２

日、時間は午後２時から午後５時までという時間帯で事業を展開してま

いります。 
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なお、子ども達が遊ぶ場ですので、怪我等があった場合に備え保険に

加入いたしまして、損害賠償等対応してまいります。 

また、学校ごとに運営委員会を設置して、地域の方、あるいは学校関

係者、ＰＴＡの方、こういった方に放課後子ども教室の事業についての

ご検討をいただくという内容です。以上です。 

○北 島 

 文化振興 

 課 長 

 続いて、文化スポーツ部所管の当初予算の主な事業です。社会の健康

というところですが、総合計画の目標としましては、「豊かな心を育む

まち」というところに属するものです。 

文化創造担い手育成事業、ＹＡＭＡＴＯイラストデザインコンペとい

うのは、これは総務費に属するもので、来年度新たに始めるイラストの

コンクール事業です。教育費としては、特別教室の開放から図書館資料

までということでございます。 

まず、特別教室の開放事業。現在市民の生涯学習の場として、６つの

小・中学校を市民の方々の生涯学習の場として開放しています。これに

来年度、新たに緑野小、大和小、つきみ野中学校の３校を加えるもので

す。生涯学習計画の中でも学習機会の確保ということを掲げております

が、市民の生涯学習を支援するために環境の整ったところ、開放できる

ようになったところについては開放していくという基本的な考え方に基

づき、今年度、体育館の改修に伴い特別教室も整備された学校を開放す

るものです。 

２つ目は、学習センター施設整備事業です。これは事業名称のとお

り、学習センターの施設整備に係るもので、来年度の大きなものとし

て、１つは、生涯学習センターホールの客席天井照明器具交換です。今

学習センターホールの天井の照明は、電球の半分が切れている状態で

す。休憩時間など暗めですが、その電球を寿命の長いＬＥＤに全て変え

るものです。今、芸術文化ホールの建設という話も進めてはおりますけ

れども、当面は既存のホールを使わなければなりませんので、少なくと

も七、八年は寿命があると言われているＬＥＤに変えていくものです。 

もう一つは、桜丘学習センターのエレベーター撤去新設工事というこ

とで、これはエレベーターを新しいものに交換をするものです。桜丘学

習センターのエレベーターは、設置から２７年経過をしております。過

去に誤作動を起こしたというようなこともあり、市民の方の安全に係る

ことですので、古いものから順次交換をしていくということで、まずは

桜丘学習センターのエレベーターを交換するものです。 

最後の図書資料貸出事業。これは先ほどの補正予算の中でも申し上げ

たもので、事業内容としては、図書の購入、図書館の運営のための窓口
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委託の経費。それと、来年度は、図書館システムの更新がございます。

システム自体かなり古くなっておりまして、ここ２年ぐらいは古いもの

を更新して延命してきましたが、いよいよ機器の保守期間が終了してし

まいますので、新しいものに更新します。 

また、今年度、大和駅と中央林間駅に図書の返却ポストを設置して、

市民の方が図書を返しやすい環境を整えましたが、その運用を図ってい

くことも、この図書資料貸出事業の中の一つです。 以上です。 

○青 蔭 

 委員長 

  大分長くなりましたけれども、細部説明が終わりました。質疑、ご意

見ございましたら、お願いしたいと思います。 

森山委員。 

○森 山 

 委 員 

 ２３年度の当初予算は、これでこれから教育委員会から申請すると、

こういう性格なのでしょうか。 

○堀 内 

 教育総務 

 課 長 

  これに対しては、実際には市長査定も終わっております。 

○森 山 

 委 員 

  要するに、事務局案としてまとまっているということでしょうか。 

○堀 内 

 教育総務 

 課 長 

  はい。議会に上程することになります。それでご審議をお願いするも

のです。 

○森 山 

 委 員 

  お願いが幾つかあります。 

まず、予算というのは事業計画があって、それに必要なお金を計上す

るものだと思いますが、２３年度の教育事業の基本的な方向性や、考え

方という前に、この予算案が出るというのが、私としてはどのようにこ

れを評価、あるいは審議していいのかということが甚だわかりにくいで

す。少なくとも、来年度の教育委員会の事業の基本的な考え方や、どう

いうところに重点を置いて、どういうところが効率化を図って削減を目

指すのか、そういった基本計画のようなものをまず議論する、あるいは

説明して予算に移るというようにしてもらえないかと思います。今、説

明を受けましたが、事前に資料配付を受け、予算だから大変だと思い、

この数字の中から何か意図を読み取ろうと思いましたが、極めて困難で

ありまして、途中で私もあきらめました。それが１つです。 

それからもう一つは、以前にもお願いしたことがあったと思います

が、私は予算の推移について、過去のものは決算額、実算を並べるべき

ではないかと思います。先ほども補正予算の審議がありましたが、当初

予算と最終決算額にはかなりの開きがあるわけで、過去のものは当初予

算ではほとんど意味がないです。来年度は予算が重要ですが、過去は当

初予算と今の予算を比べると、過去どのぐらいが使われてきたかという
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ことと関係なく、昔と比べて予算が減ったというような観点になります

が、それは、ほとんど意味がないと思います。 

大きくはこの２つでありまして、１点目のほうについては、今年度は

これで、恐らく日程の問題その他もこれあって、大変厳しいのかという

気もしますけれども、教育予算編成に当たっての基本的な考え方をまと

めてもらえないかと思います。 

○堀 内 

 教育総務 

 課 長 

 森山委員のおっしゃることも十分わかります。そういう中で、一番の

基本的な方向性、考え方、これにつきましては、市のほうの予算編成で

は、最初に、４月に各部の現状と課題を市長に報告、説明となっていま

す。その後、夏に向けてサマーレビューということで基本的な考え方を

説明する機会があります。そして、その後予算編成というような流れに

なってまいりますので、それにあわせて、その前に委員の皆さんのご意

見を伺いながらやっていきたいというような形、できるところから取り

入れたいと思っています。 

それと併せまして、昨年から協議会の充実ということで、委員のお考

えや、お知恵を借りながら、いろいろと教育行政の推進にサポートして

いただいているわけですけれども、そういうものも活用しながら、でき

るだけ事業の説明、考え方の説明、そういうものをしてまいりたいと考

えております。 

それから、２番目の決算額を入れたらどうだということでございます

が、確かに、私も先ほどのご説明の中に決算額とはかなり違うと、自分

でも説明をして矛盾を感じているようなところで、森山委員のおっしゃ

ることは十分わかりますので、できるだけ反映したいと考えておりま

す。 

○森 山 

 委 員 

 ２番目のところで、少し私としては、この予算が妥当なものかどうか

ということを審議するに当たって、参考となるようなものもぜひ入れて

おいて欲しいと思います。これをやります、あれをやりますというよう

な考え方だけではなく、例えば、この項目は児童１人当たりどのように

推移しているかとか、そういうような観点からも見えるよう、つまり行

政の効率化や、品質、行政の質の向上だとか、そういったようなことも

予算の中でどういうふうに反映しようとしているのかというようなこと

もできれば入れて欲しい。 

それと同時に、事業として、来年度は今までよりも小学校のこの部分

に力を入れたいから、その部分は予算を充実させる。しかし、この部分

については、もう予算をつける時期が終わったから、それについては減

らすと、そういったことがわかるようにしてもらいたい。 



24 

今、堀内課長がおっしゃったように、第８次総合計画で出ているよう

なことで、考え方としては示されているけれども、その中で来年度は、

この事業にスポットを当てる、といったことがわかるようにしてもらい

たいと思います。 

○堀 内 

 教育総務 

 課 長 

 教育委員会の点検、評価というのもございますので、そういうものを

活用しながら、予算と連動するような仕組みを考えていきたいと思いま

す。 

○森 山 

 委 員 

  来年度大和市教育委員会としては、こういうことに重点を置いてやる

んだということがわかるようなものにして欲しいと思っています。 

○青 蔭 

 委員長 

 森山委員からご指摘ございましたので、よろしくお願いしたいと思い

ます。 

ほかに委員の方々はございますか。 

石川委員。 

○石 川 

 委 員 

 今森山委員のおっしゃられたことで、予算書の付属説明資料の最初の

ところに２３年度主要事業ということで、ここに力を入れてやるよとい

うのが出ているのかとは思います。ただ、ここに予算を傾けるというこ

とは、トータルで何％かマイナスになっている以上、いわゆるここはも

う削った逆の部分というのがあるはずです。大幅に削っていかないと、

これだけの増額というのは、なかなかできないわけでしょうから。でき

たら、そういうことも含めて、先ほどご説明の中で、ここはこうという

ことで、減ですよと、いわゆるトータルとして各部署から１０％ぐらい

削ったのか、そういうふうな形で持ってきたのか。事業としてもう不要

というような、軽重をつける部分というのが見えてこないかという気が

します。 

それから、例えば、放課後子ども教室の部分というの、これは国のあ

る部分の事業でもありますが、児童クラブとの関わりとか、それから、

それから安全管理員を各学校４、５名でやるということで、そうする

と、この安全管理員は指導をするのかしないのかとかと具体的な話があ

って、児童クラブとのリンクなどがあります。もしかしたら、二重でお

金が使われている部分があるのではないだろうかというところで、その

辺のところも、具体的に全校やるということは悪いことではないかもし

れないけれども、その後コミュニティセンターの児童館というのがあり

ますよね。そういうふうな３つの部分があって、それが何かうまくリン

クできているのかなというところで、その辺はどうなのかと思ったりも

します。結局、予算が重なって使われてしまっている部分もないのだろ

うかというようなところです。 
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○阿 部 

 こども・ 

 青少年課 

 課 長 

 児童館、放課後児童クラブ、そして放課後子ども教室と、それぞれ違

った目的を持って実施しております。例えば対象として、放課後児童ク

ラブは１年生から３年生までで、しかも放課後、帰宅しても保護者がい

ないとかというような条件の中で育成料を徴収して実施をしています。 

一方、放課後子ども教室は、全学年を対象として週２日という事業展

開。児童館では月曜日は休みですがそれ以外の日は毎日、放課後の時間

を子ども達が自由に遊べるというようなことでございます。放課後子ど

も教室では校庭、体育館を使用しておりますので、いわゆる外遊びが中

心。児童館では、いわゆる室内遊びがメーンと。また、子ども達が室内

遊びをする、あるいは外遊びをするといったような、子ども達が遊びの

場として選択できるようなことでは考えております。 

 放課後児童クラブについても、いわゆる生活の場、保護者がいません

ので、指導員を配置して、子ども達の生活の面を指導していくというよ

うなことで、それぞれ違った部分があるというようなところで、その辺

りも整理しながら、今後進めていければというふうには考えておりま

す。 

○篠 田 

 委 員 

 放課後子ども教室に携わっている者として聞きたいのですが、今回残

りの１６校を実施するということで、初年度だから、このような大きな

額がかかるということでしょうか。次年度以降も維持するのに、どのぐ

らいの額がかかっていくのかという、そういう数字的なものというのは

出ていますか。 

○阿 部 

 こども・ 

 青少年課 

 課 長 

 今回、３，２００万円という予算を組んでおります。１６校を除く３

校については４月からの実施ということで、日数が大体２０日ほど増え

ます。２４年度以降となりますと、そこの部分で、１６校も日数が伸び

てきますので、そこの部分で人件費、いわゆる安全管理員の費用で、大

体３，６００万円程度になるかと予想しております。 

○堀 内 

 教育総務 

 課 長 

 予算書に放課後子ども教室管理運営事業があり、その右側のページに

予算の内訳があります。この事業でいいますと、賃金が２，１０８万

５，０００円、以下報償費などがあり、合計すると、先ほどご説明した

３，２９３万になりますが、この中で賃金などは継続的にかかる費用に

なります。逆に備品購入費などにつきましては、最初に必要なものです

ので、壊れたりして補充することもありますけれども、そういう経費は

毎年かかるものではないので下がります。そのような見方をしていただ

ければおわかりになるかと思います。 

○吉 間 

 こども 

 部 長 

 阿部課長から年間３，６００万円ぐらいかかると説明をしましたが、

基本的には今堀内課長が言いましたように、初年度ということで、備品
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購入費が計上されており、これらは傷まない限り、来年度以降は削られ

ます。 

また、ここには出ておりませんが、本来、放課後子どもプランは文科

省の事業でして、国・県から補助金が１９校対象に出なければいけない

のですが、国も県も財政難で１９校分出してくれません。私ども子ども

部で交渉をした結果、今年度までの３校については補助率としては満額

出ていましたが、来年度以降はプラス３校ということで、１９校中トー

タルで６校しか国・県のほうから補助の手だてがないという状況です。

これは余りにも不本意なものですから、私どもは今後も補助金満額、い

わゆる１９校全校ですね、対象になるようにということで交渉はしてま

いります。今のところは、そういう状況です。 

○青 蔭 

 委員長 

  根気よく最後までして、お願いしたいと思います。 

篠田委員。 

○篠 田 

 委 員 

 子ども達の安全な居場所を確保するということで、とてもいい事業だ

と思って私も活動させていただいておりますが、一番基本的な安全の面

で怪我の対応が一番大事なところだと思います。子どもの遊びで事故を

１００％なくすというのは無理でしょうが、起こってしまった後の指導

員の対応について、もう少し指導を徹底していただいたほうがいいので

はないかと考えます。そこが不安だと、常日頃感じています。 

○阿 部 

 こども・ 

 青少年課 

 課 長 

 事故については、安全管理員に緊急時の対応というようなことでお話

はさせていただいておりますが、実際にそういう現場だと、安全管理員

も慌ててしまうという部分があります。学校の方でも養護教諭の方が協

力してくださるということもございますが、今後も安全管理員にそうい

った緊急時の対応について、様々な場面でお話をさせていただきたいと

考えています。 

○篠 田 

 委 員 

 学校の先生方も放課後の活動がいろいろとお忙しいと思いますので、

余り頼らないで、責任を持って活動できるような指導をきちんとお願い

いただけたらと思っております。 

○滝 澤 

 教育長 

 今の話題に関連して、今までも事故はあって、担当課の方でうまく連

携し、事なきを得ている部分はあるけれども、１９校というと、そうい

う子どもの安全面での対策が重要になってくると思います。 

その辺りは、篠田委員がおっしゃったようなところを十分配慮し、あ

る面で保険もかけるなど、検討してまいります。 

 

篠田委員は、草柳小学校で放課後子ども教室をスタートしたときから

携わっていらっしゃいますので、担当課はいろいろと相談したり、指導
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を受けたりしながら、対応していっていただければと思います。 

○阿 部 

 こども・ 

 青少年課 

 課 長 

 ２３年度から職員も増やしまして、放課後子ども教室に対応する予定

でおりますので、教育長からもお話がありましたように、完璧にという

ようなところはなかなか難しいのかとは思いながらも、子ども達の安

全、そして安全管理員さんの対応というようなところに頼るということ

ではなくて、担当課でも対応していくというような心構えでやっていき

たいと思っております。 

○青 蔭 

 委員長 

  よろしくお願いいたします。篠田委員、よろしいですか。 

○篠 田 

 委 員 

  はい。ありがとうございました。 

○青 蔭 

 委員長 

  ほかにございますか。 

滝澤教育長。 

○滝 澤 

 教育長 

 小学校費の中で学校建設費が１４．３％減とあり、これは高い割合で

す。それともう一つは、学校建設費、その下のこれ中学校、１１．７％

とあります。 

この辺で市民の皆さん心配する部分は、学校のトイレを改修していか

なければいけないだろうという意見が大分多いわけですが、この１４．

３％減になったということによって、トイレの改修費に影響があるのか

ないのか。いい意味で逆に増えているのか、現状維持で計画どおりいく

のか。その辺りを再度説明してください。 

○堀 内 

 教育総務 

 課 長 

 トイレの改修につきましては、毎年３校、大体１系統行っておりま

す。それを来年度につきましては、今の計画では５校行う予定でトイレ

改修の予算につきましては増額されております。それに合わせまして、

トイレは清掃につきましても、今まで年１回業者による清掃を行ってお

りましたが、それも年２回行う予定です。いろいろとトイレの問題が出

ておりますので、できるだけ早く学校のトイレを全面改修したいと考え

ております。 

ちなみに、今回、来年度５校やることによりまして、各学校一回り１

系統とするという形になります。２４年度からは２巡目、２系統目に入

るということで、それも校数を増やしながら、できるだけ早目にやって

いきたいと考えております。 

○青 蔭 

 委員長 

  よろしいでしょうか。ほかにございますか。 

委員からいろいろとご意見が出ましたので、ぜひ意見を酌んでいただ

きまして、よろしくお願いしたいと思います。 

○森 山 

 委 員 

 僕が言った事業計画、基本的な予算の考え方みたいなのというのは、

なかなかすぐにできるかどうかというのはわかりませんが、一度予算に
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間に合わなくてもいいから、この予算を組んだ基本的な考え方や計画の

基になったようなものを、一遍まとめてみてくれませんか。どういう形

でもいいですから、出していただけるとありがたいと思います。 

○青 蔭 

 委員長 

  具体的にどうこうということはございますか。任せてよろしいです

か。 

○森 山 

 委 員 

  それはもうお任せします。そのまとめ方については、またご意見を申

し上げることもあるかも知れません。 

○井 上 

 教育部長 

  新年度予算に当たりまして、基本的な考え方を、昨年度の経過も踏ま

えて、整理をして、まずは資料としてお出しして、またご意見をいただ

きたいというふうに思っております。協議会で説明をさせていただきた

いと思います。 

○森 山 

 委 員 

  それは協議会のほうがいいと思います。よろしくお願いします。 

○青 蔭 

 委員長 

  では、よろしくお願いいたします。 

 ほかに何かございますでしょうか。よろしいでしょうか。 

    （「結構です」の声） 

○青 蔭 

 委員長 

  質疑を終結します。 

 これにより議案第６号につきまして採決いたします。 

 本件の原案につきまして、ご異議ございませんでしょうか。 

    （「異議なし」の声） 

○青 蔭 

 委員長 

  異議なしということで、議案第６号は可決いたしました。 

続きまして、日程第５ 議案第７号「児童・生徒支援のための学校と

警察との相互連携に係る協定」につきまして議題といたします。 

 細部説明を求めます。西山指導室長。 

○西 山 

 指導室長 

 本件につきましては、昨年教育委員会１１月定例会においてご審議い

ただき、その個人情報の取り扱いについて、大和市個人情報保護審査会

へ諮問することを議決いただきました。その後の経過部分について、ま

ずご説明申し上げます。 

昨年、１２月１３日開催の第３回大和市個人情報保護審査会におい

て、本協定書案の趣旨説明を行いまして、その後質疑及び協議をいただ

きました。 

その際の主なものとしましては、なぜ今協定書の締結が必要なのか。

児童・生徒の健全育成や緊急性について示す必要があるのではないか。

実施要領を今後作成する必要があるのではないかなどのお声をいただき

ました。 

１月２０日の審査会では、前回の趣旨に沿った協定書案の修正と、さ

らに連絡票、これは学校と警察が連携するものですが、連絡票の保存の
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期間、学校の運用の基準、運用状況についての強化、こういったことに

ついて質疑がございました。この２回の審査会を経まして、審査会から

の答申書が１月３１日付で届きました。 

内容としましては、大和市個人情報保護条例第８条に定める本人以外

からの収集及び第１３条に定める目的外の提供に関する諮問事案につい

ては、以下のとおり意見を付して、適当なものと認める旨の答申をいた

だきました。 

附帯意見としましては２つございまして、１つ、運用状況について、

審査会に毎年度報告をすること。２つ目、協定書の目的を十分認識した

上で運用することの２点がありました。 

そこで、協定書の案となります。これまでの経過の中で、以前協議会

でお示しした協定書案からは主に２点について修正しております。 

まず１点目、本協定書の趣旨を明確にするため、前文をつけさせてい

ただきました。この中でいろいろ質問がありました協定書の締結の背

景、それから健全育成という目的を示しました。 

また、２点目としましては、第６条のところに相互連携による支援・

指導のために提供する情報の内容という条文がございますけれども、前

回は警察、学校をまとめて記述していたものを（１）警察から学校、

（２）学校から警察と、分けて表記いたしました。これは、その前の第

５条の相互連携を行う事案の条文、こちらが分けて書いてありますの

で、そちらに倣ってわかりやすい表記をしたほうがいいということか

ら、このような形になりました。 

以上が大きな修正点です。 

今後、本定例会において議決をいただきますと、校長会を通じて各学

校への周知、また保護者や市民への周知、さらには議会への報告も行う

予定でございます。 

なお、本協定書案ですけれども、本定例会に付議するに当たり、警察

とあらかじめ内容の確認は行っておりますけれども、あくまで両者によ

る協定締結となることから、条文の文言の軽微な修正が発生する可能性

もございますので、その点はご了承いただければと考えております。 

以上です。 

○青 蔭 

 委員長 

 ただいま細部説明がございましたが、大和市個人情報審査会から答申

が出ておりますので、それに基づきまして文言整理、また今日中までで

ございますので、それに関しまして、ご意見のお願いを申し上げます。 

○森 山 

 委 員 

 この件については何回も議論をしてきましたから、こういう格好でま

とまったということで、それはそれでよろしいのではないかと思ってお
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ります。 

ただし、個人情報保護審査会の答申の中にもあるように、審査会では

若干の懸念を持ちつつ、現状を鑑みたときに、この協定でいいだろうと

いうことになっています。懸念されておるだろうなという表現は、「必

要最小限の範囲で情報の収集及び提供に努めてください」という附帯条

件がついておりますので、その辺の趣旨を踏まえてください。 

以前も申し上げましたが、警察との協定書はこれでいいのですが、学

校の中でこの運用についての考え方に混乱がないように、プロセスその

他を含めて、きちんとした展開が教育委員会の方からなされるようにお

願いをしたいと思います。その点については、若干議論をしております

から、あれがきっちり運用されるようにお願いをしたいというのが私の

要望であります。 

○石 川 

 委 員 

 こういうふうなお話をいただいて、このような情報提供はやむを得な

いと私は思ったわけですが、ただ、ここの８条の秘密の保持というとこ

ろで、１年を期限として廃棄するものとする。それから、収集した情報

は提供してはならないと、これは条文で書いてありますが、経過をどこ

かで確認をするなど、何かそういったものがあってもいいのかと思いま

す。それぐらい、要するに情報に関しては、きちんと取り扱った方がい

いのではないかという部分もあると思いますが、その辺りはどうなので

しょうか。 

○西 山 

 指導室長 

 この秘密の保持につきましては、運用の部分で審査会の方にもご報告

するということもあり、当然教育委員会の方にも何件あって、このよう

な形で行われたという報告をしたいと思いますし、その報告の際に、

我々も内容について吟味をしていきます。 

最初に学校から上げることについては、私ども必ず教育長の決裁をい

ただくということが一つ条件になっていると思います。そこが基準にな

ると思います。また、その後の運用についても、報告の部分で検証して

いきたいと思っております。 

○滝 澤 

 教育長 

 あくまでも、これは個人情報の保護という、重いものを背負ってい

て、なおかつ、これは学校の教育的な配慮だけでは、今の子どもを守る

のが難しい。また、子どもの健全育成という面でも、家庭の教育力が落

ちているということになりますと、一番被害を受けるのは子どもです。

その子ども達を健全育成の方向に、様々な機関と連携を図りながら進め

ていくという基本的な考え方があります。したがって、警察との連携と

いうのは大事になると思いますが、その前に学校の方での指導の部分を

相当していかなければならない。 
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個人情報の取り扱いについても、相当シビアに指導をしながら、警

察、教育委員会、学校、その辺りの個人情報の対応について、きちんと

指導をし、しかも、その後漏れたりすることがないような対応を、具体

的な指導の場面の中でできるよう、検討して、各学校に発信していく。 

基本的には、学校と教育委員会が車の両輪のように、その事案につい

ては取り組んでいくという、そういう形があろうかと思いますので、附

帯意見に沿った対応をお願いするということです。 

○青 蔭 

 委員長 

 細部にわたって、教育長から学校にメッセージがいって、学校のほう

でご検討いただきたいと念じております。 

 ほかにございますでしょうか。 

    （「ございません」の声） 

○青 蔭 

 委員長 

  ほかにないようでございますので、質疑を終結いたします。 

 これより議案第７号について採決いたします。 

 本件の原案につきまして、ご異議ございませんでしょうか。 

    （「異議なし」の声） 

○青 蔭 

 委員長 

  異議なしということですので、議案第７号は可決いたしました。 

   

◎その他 

 

○青 蔭 

 委員長 

 それでは、その他に続いてまいります。 

各課より、お願いいたします。まずは西山指導室長。 

○西 山 

 指導室長 

 「教育課程検討プロジェクト報告」につきましてご報告します。 

昨年の教育委員会３月定例会におきまして、その趣旨と大まかな内容

についてご説明をいたしましたが、その後の動きについてご報告が大変

遅れましたことを、まずはお詫び申し上げます。 

 それでは、資料をご覧ください。 

まずは、本プロジェクトを立ち上げた背景についてご説明します。 

新学習指導要領資料を見ていただいて、（１）に書いてありますよう

に、新学習指導要領への対応というのがまず１点挙げられます。「生き

る力」という理念の共有、それから学力の３要素、確かな学力、それか

ら豊かな心や健やかな体の育成、こういったポイントをもって改訂され

ました。こういう趣旨を生かすため、授業時数が大幅に増加されまし

た。これは、以前の週６日制のときの教育課程とほぼ同じ内容、これを

現状週５日制の中で実施するというものです。 

２番としまして、学校が抱えている教育課程編成上の課題として幾つ

かございます。指導時間が委員会、クラブ活動、部活動、そういったも
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のが指導する時間が減ってきている。それから、余剰時間が減少する

中、インフルエンザなど、昨年度学級閉鎖等ありましたけれども、こう

いったものも対応を考えなければいけない。 

それから、今後さらに授業時数の増加が伴うということで、子ども達

の負担が増していくのではないかということで、まとめますと、授業時

数の確保が急務であるというところと、もう一つゆとりと充実感のある

学校生活を創出することが本当の意味での学習指導要領の趣旨を生かす

ということになるということで、これらが背景になっております。 

以上のように、授業時数が大幅に増加する一方、ゆとりと充実感のあ

る学校生活が求められていることから、市全体としまして、教育課程の

枠組みについて、何らかの改善が必要な状況となっておりました。 

次に、プロジェクトチームですけれども、目的はここに書いてありま

すように、指導要領の全面実施に向けて、大和市立小中学校における教

育課程のあり方を検討するために設置をいたしました。 

検討事項としましては、ここに書いてある４つが考えております。 

組織は、こちらも見ていただくように校長会、教頭会、教務担当教

員、それと私ども事務局として指導室では２名、室長と主任指導主事が

やりました。合計で１７名会議を行っています。 

経過ですけれども、プロジェクト検討は全７回、このような形で行い

ました。それで、以上のような検討を経て、次のような方向性がプロジ

ェクト会議として最終的にまとまりました。 

１つが長期休業日を縮減し、年間授業日数を増すことにより、年間の

総授業時数を確保していくということであります。文部科学省のほう

は、週５日制のまま大幅に授業時数を増やすために、１週間当たりの授

業時数、つまり時間割ですけれども、こちらを増加することで対応する

としております。具体的には、平成２１年度から小学校の全学年でそれ

ぞれ週当たり１時間ずつそれまでよりも増えました。さらに、平成２３

年度の小学校全面実施では、今度は１年生、２年生でこの４月から週当

たり１時間増えます。２４年度中学校の全面実施に合わせて中学校では

１年生から３年生まで全て１時間ずつ増加することになります。 

このように、今後小学校低学年及び中学校の全学年で今年度よりさら

に午後の授業時間が増えますと、子ども達にとって大きな負担となると

ともに、放課後の時間に委員会活動などを実施することが難しくなり、

学校運営上も大きな支障を来すことが予想されます。 

そこで、本市としましては、１週間の時間割はこれ以上増やさないか

わりに、長期休業日を今年度より６日間縮減することで、年間の総授業
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時数を確保することといたしました。具体的には、夏季休業日のうち、

８月後半の４日間を縮減いたします。秋季休業日については２日間あり

ましたものを１日間とします。開校記念日、これまではお休みでした

が、これを授業日といたします。このことにより、今年は小学校では夏

については８月２６日から授業が開始となりまして、秋については１０

月１２日から後期の授業が始まることになります。 

なお、中学校につきましては、学習指導要領全面実施に合わせますの

で、平成２４年度からの実施を予定しております。 

本プロジェクトにつきましては、事務局案の説明及び意見聴取はここ

に書いてあるとおり行っております。 

今後につきましては、本プロジェクトの内容を最終的な決定とするた

め、学校管理運営規則の改正のご審議を２月の臨時会でお願いする予定

でございます。 報告は以上です。 

○青 蔭 

 委員長 

  ありがとうございました。 

 ご意見ございますか。石川委員。 

○石 川 

 委 員 

  中学校と小学校が１年ずれるということは、これは指導要領の実施時

期の問題があると思いますが、現実問題として、小学校の子どもが８月

２６日に、「今日から学校だよ」と言って、中学生がまだ学校ではない

という年が１年あるわけですよね。その辺で親御さんの方の対応とか、

そういうのが１つどうなのか。かなりクレームが出てくるのではないか

というのが１つあります。 

それから、実際、年間授業時数６日間増加することによって、実質ど

れぐらいのゆとりというか、時間ができると試算されているか。給食の

関係についても、給食は基本的に年１８５日となっていますので、その

日数の増加などを考えないで、実質どれほど授業時間が増え、ゆとりが

出るのかが少し疑問です。 

○西 山 

 指導室長 

 まず１点目の件です。確かに、プロジェクトの中でも同時にやるのが

いいのではないか、中学校も前倒しをしてやる方がいいのではないか、

という意見も出ました。ただし、中学校の方はまだ新しい教科書も来て

いません。今年採択していただくということもありまして、また移行期

間の中でもあるということもありますので、ずらして行うということで

まとまりました。 

ご心配の点ですが、今年はカレンダーを見ますと、８月２６日が金曜

日です。２７、２８日が土日と。そして、２９日、月曜日１日ございま

すが、中学校も３０日から始まりますので、全ての学校が可能かわかり

ませんけれども、２６日を中学校長会にはお願いをして、全校登校日に
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していただく。そうしますと、２６日は小・中登校する日。２９日は当

然１日お休みになってしまいますけれども、そのあたりで少し中学校に

もご協力をお願いしていただきながら、できるだけ小・中の隔たりがな

いような形でお願いをしているところでございます。 

それから、実質上の時間数の確保ということですが、６日間で年間の

３５時間を確保できるのかというご質問だと思います。３５時間という

ことは３５週ということです。年間カレンダーの中で計算しますと、四

十一、二週ぐらいあります。そのうち、行事等で２週間分とられたとし

ましても、少なくとも３７週、３８週ぐらいは授業を行うことが可能と

なっております。学校からの報告も各学校とも、特に低学年のほうは４

０時間、５０時間等の余剰時間もありますので、３５時間分の授業につ

いては６日間で確保できると見ております。 

なお、給食の日数には問題があります。ただ、給食日数の増加という

のは手順を踏んで、保護者のご理解もいただかなければいけませんの

で、２３年度につきましては少し工夫が難しいですけれども、２４年度

に向けまして、給食の日数もこの６日間も、なるべく午後の時間も確保

できるような形で保健給食課と連携をしながら行っていきたいと考えて

おります。 以上です。 

○石 川 

 委 員 

  そうすると、大体この６日間は、今は平均して１日４時限確保すると

いうふうに考えていられるということでいいですか。 

○西 山 

 指導室長 

 お弁当を持ってこさせるというような学校も多分あると思いますけれ

ども、そのあたりは学校に任せています。 

○滝 澤 

 教育長 

 私は６日間、もう少し日数を増やせないかという個人的な考え方を持

っています。 

また、今西山室長が話ししたように、給食の問題が一つあります。 

これは、保護者、市民の方たちの意見を参考にしながら来年度に検討

して、さらに増加を目指して欲しい。給食の問題は、値上げの問題も含

めて考えていかなければいけないような気もしますので、方向性として

はこれでいいのかと思います。 

ただし、時間が４時間ということですと、日数を増やしたにもかかわ

らず、余り効果がないような感じにはしたくないという気持ちもありま

す。 

プロジェクトのメンバーの中では、この解決の方法について、子ども

達が１週間の生活単位の中で、あまりリズムを変えずに、新指導要領に

対応した学習の充実の方向にそった時数確保ができるという意見があり

ました。 



35 

ちなみに、県央教育事務所管内では、あまりこういうスタイルがあり

ません。大和市が対応していったという部分がありますので、今後は実

践をしてみて、必要があれば再度プロジェクトを開いて検討していくと

いう。今後、また課題が出たら解決していくという方向性も僕は持って

いた方がいいかと思っております。 

○石 川 

 委 員 

 要するに、夏休みというのは、かなり前から、７月２０日から８月３

１日までというのが大体。ここで結局削減するという、縮減するという

ことは、かなり大きな方向転換だろうと思うわけです。今教育長がおっ

しゃられたように、近隣の市では、まだと言ったほうがいいと思います

けれども、ほとんどやっていないというところで、そこで大和市が踏み

出したということは、ゆとりと授業確保、子ども達のゆとりをどう考え

るか。それから、授業確保をどう考えるかという狭間の中でそういうふ

うな形に落ちついたのだろうと思うわけです。だから、教育長はもっと

多くしたほうがいいのではないかというご意見もありましたが、この程

度の中でできれば、給食とか、そういうことを考えた上でゆとりと授業

確保の問題、それからあといわゆる夏休みの意味の問題といったことも

含めた上で何かうまく運用していくことがベターではないのかと思いま

す。 

○青 蔭 

 委員長 

  ただいまご意見が出ましたので、まとめていただき、また報告をお願

いしたいと思いますので、お願いいたします。 

 ほかによろしいでしょうか。 

    （「何もありません」の声） 

○青 蔭 

 委員長 

  続きまして、「文化関係団体」のこと、北島文化振興課長、よろしく

お願いいたします。 

○北 島 

 文化振興 

 課 長 

  「文化関係団体への補助金の見直しについて」ということで、内容に

つきましては、昨日社会教育委員会議がございまして、そちらで一応了

承いただいたので、本日報告を差し上げるものでございます。 

社会教育関係団体への補助、支援につきましては、社会教育法に基づ

き、大和市社会教育関係団体等補助金交付要綱というものを制定し、補

助金を交付してきました。対象事業と補助額の欄にあるように、現在の

ところ、社会教育関係団体としては、１番目のＰＴＡ、それから２つ目

として大和市文化連盟、３つ目として大和市合唱連盟という３団体に対

して補助金を今年度も交付をしてまいりました。ただ、来年度の予算編

成の中でいろいろ検討した中で、２番と３番、文化連盟と合唱連盟につ

いては補助金をここで終了させていただくことになりました。 

変更の理由は、特に文化連盟につきましては、かなり古く、今年創立
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５５周年を迎えるという団体ですが、昭和３０年代から補助金で支援し

てきたという経緯がございます。 

しかし、昭和３０年代当時は文化連盟が代表的な団体で市の文化振興

を担っていただいていたという経緯がございまして、その後補助金を出

してきたわけですけれども、ここでもう団体も増えてきたということ、

それから活動がかなり多様化しており、支出をする根拠がかなり薄れて

きたということで、要綱を改正して、文化連盟と合唱連盟への補助金は

今年度をもって終了するということでございます。 

ＰＴＡについては引き続き支援をしていくということでございます。 

なお、現在大和市文化芸術振興基本計画をつくっており、今後は特定

の団体ということではなく、事業に対して、例えば子どもの文化芸術活

動を行うといった事業を担っていただく団体に対して、支援をしていく

というような形にしようかと思っております。 

とりあえず、２３年度については一度リセットをさせていただいて、

２４年度以降、もう一度検討をして、改めて補助金について考えていき

たいと考えております。 以上です。 

○青 蔭 

 委員長 

  ありがとうございました。 

 ただいまご説明がございましたが、ご意見、質疑がございましたら、

よろしくお願いいたします。教育長。 

○滝 澤 

 教育長 

 文化連盟と合唱連盟を来年から廃止していくとありますが、いずれに

しても、歴史があるということですが、今説明にもありましたが、文化

芸術的な事業が衰退しないように、とにかく一つ一つの事業が今まで以

上に活性化していくような形の中で対応を考えていただきたいなとい

う、そういう個人的な意見を持っております。 

そのため、こういう団体にどうというよりも、事業が活性化していく

という方向へ税財源を有効活用していただけたら大変ありがたいと思っ

ております。 以上です。 

○青 蔭 

 委員長 

  ありがとうございました。 

 ほかの委員の方々、ございますか。 

    （「ありません」の声） 

○青 蔭 

 委員長 

  続きまして、「平成２２年度子ども図書活動推進講座」につきまし

て、井上図書館長、お願いいたします。 

○井 上 

 図書館長 

 これは１２月の定例会で開催の報告をした事業の結果の報告でござい

ます。 

 開催日時は、２月６日、２時から４時までで開催いたしました。場所

については、図書館の３階のところでございます。 
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参加者については、２６名でございました。定員２０名の中で２６名

の参加ということでございます。内訳については、中学生、高校生、一

般の方に参加いただいております。 

 テーマについては、「すてきな本とであう方法」で、～好きな本につ

いて話そう！～というサブタイトルをつけてございます。 

 講師につきましては梨屋アリエさん、ヤングアダルトの作家というこ

とで、小・中、中学校、高校世代向けの作品を手がけている作家です。 

内容につきましては、一部で梨屋アリエさんの講演、これはパワーポ

イントを使いまして、いろいろと講演いただいてございます。二部につ

きましてはワークショップということで、参加する中高生が好きな本を

持ち寄って、それを紹介していただこうということで企画をしました。 

７番目の主な感想ということですが、参加者は車座になって、各自の

お薦めの本を紹介したということで、いろいろな本と出会えておもしろ

かった。これを機会にもっと本を読みたいと思った。２点目、本を紹介

するときに緊張したけれども、楽しかった。また３点目としまして、作

家さんに会う機会はめったにないのでよかったなど、代表的な感想を述

べさせていただきました。 

この講座につきましては、１２月の中旬から各学校等にパンフレット

をお配りして、１月１５日から募集したのですが、一向に集まらずに、

各中学校の校長、学校図書館の先生、また学校司書のボランティアの方

お一人お一人に個別に当たっていただいて集まっていただいたというよ

うなことでございます。ただ、結果としては非常によかったと評価をし

ております。 

なかなかこういった中学生、高校生を対象にした読書活動推進の機会

がないもので、こういった効果のいい、反響のよい事業については、引

き続き実施をしていきたいと思っておりますけれども、時期的なものと

しては受験にかかってしまったので反省している点もございます。そう

いったものも検証しつつ、引き続き来年度も取り組んでまいりたいと考

えております。 以上でございます。 

○青 蔭 

 委員長 

  ご報告ありがとうございました。 

 ただいまご報告がございましたが、何か質疑ございますか。 

事務局からほかにないですか。 

 委員の方からほかに何かございますか。 

 特にないようでしたら、３月の会議日程をお知らせします。 

 ３月の定例会は、３月２３日水曜日、午前１０時からを予定しており

ます。 
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その前に、２月２１日月曜日１０時から臨時会を予定しております。 

   

◎閉  会 

 

○青 蔭 

 委員長 

 以上で本日の日程は全て終了いたします。 

 これにて教育委員会２月定例会を閉会いたします。 

 

  閉会 午前１１時３２分
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